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琉
球
国
中
山
王
尚
元
の
、
毛
如
徳
等
に
発
給
し
た
執
照
の
断
簡

(
暹羅
国
あ
て
力
)

琉
球
国
中
山
王
尚
元
、
見
に
進
□
□
□

の
為
に
す
。

□
□
□

国
は
産
物
稀
少

に
し

て
貢
物
を

欠
乏
し
、
深
く
□
□
□

。
□
□

今
、

特

に
正
使
毛
如
徳

・
都
□
□
□
□
□

を
遣

わ
し
、
海
船

一
隻

に
□
□

し
、
□

□
□
□

を
装
載
し
、
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

。
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□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

処
及
び
沿
海
巡
哨
の
官
□
□
□
□
□

放
行
し
、
留
難
し
て
因

っ

て
遅
□
□
□

得
し
む
る
母
れ
。
□
□

執
照
は
須
ら
く
出
給

に
至
る
べ
き
者
な

り
。

今
開
す

□
使

一
員
　
毛
如
徳

□
□

一
員

馬
散
路
　
原
寧
久

□
□
□
□

鄭
礼
　
林
世
昌

(以
下
、
欠
)

注

*
こ
の
文
書
は
七
〇
字
余
り
の
み
が
残
さ

れ
た
断
片
で
あ
る
。
〔四
二
-
三
〇
〕

の
よ
う
に

「大
明
天
朝
」
の
四
字
を
抬
写

し
た

一
行
十
四
字
の
文
書
の
形
で
、

こ
の
時
期
の
執
照
は
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
た
め
、
字
数
に
よ
り
欠
字
は
□

で
処
理
し
た
。
小
葉
田
淳
氏
と
安
里
延
氏
は
当
時
見
る
こ
と
が
で
き
た

「鄭

氏
家
譜
」
に
よ
り
、
本
文
書
を
隆
慶
四
年

(
一
五
七
〇
)
、
暹
羅

へ
遣
わ
し
た

船
の
執
照
で
あ
る
と
し
て
い
る

(安
里

『日
本
南
方
発
展
史
-
沖
縄
海
洋
発

展
史
-
』
三
省
堂
、
昭
和

一
六
年
、

一
八
四
頁
ほ
か
。
小
葉
田

『増
補
中
世

南
島
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
臨
川
書
店
、
平
成
五
年
、
四
四
四
頁
)。
ま
た
「林

氏
家
譜
」
に
も
五
世
通
事
世
昌
の
項
に

「隆
慶
四
年
庚
午
十
月
二
十
日
、
為

収
買
進
貢
方
物
事
、
奉
使
為
副
通
事
、
随
正
使
毛
如
徳

・
通
事
鄭
礼
、
前
往

暹
羅
国
」
と
あ
る

(『家
譜

(二
)』
九
二

一
頁
)。

ア

ユ
タ
ヤ
は

一
五
六
九
年

に
ビ
ル
マ
の
バ
イ
ン
ナ
ウ
ン
王
の
率
い
る
遠
征

軍

の
攻
撃
を
う
け
て
首
都
を
奪
取
さ
れ
、
以
後

一
五
年
間
に
わ
た

っ
て
ビ

ル

マ
の
属
国
と
な

っ
た
。
隆
慶
四
年

(
一
五
七
〇
)
は
琉
球
の
暹
羅
に
対
す
る

最
後

の
派
船
で
あ
ろ
う
。


